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１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

1
1-1,1-2,1-3

　児童扶養手当法に基づき、父又は母と生計を同じくし
ていない児童の家庭安定と福祉の向上を図る目的で児童
扶養手当を給付している。

　児童扶養手当給付費　1,692,377千円

（１）事業内容
　　ア　児童扶養手当の支給要件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,692,377千円
　　　　次のいずれかに該当する18歳の年度末(3月31日)までの児童又は20歳未満で障害のある児童を監護(養育)
　　　している父、母又は養育者で、申請者や児童が日本国内に住所を有しない等支給できない要件に該当せず、かつ、
　　　所得が一定未満であること。
　　　　・父母が婚姻を解消した児童　　　　　・父又は母に一定の障害の状態がある児童
　　　　・父又は母が死亡した児童　　　　　　・父又は母に1年以上遺棄されている児童
　　　　・母が婚姻によらないで出産した児童　・父又は母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
　　　　・その他父又は母と生計を同じくしていない児童(拘禁、生死不明等)等
　　イ　児童扶養手当の月額(令和6年度)
　　　　　1人目・・・父、母又は養育者の所得により
　　　　　　　　　　 45,500円(全部支給)、45,490～10,740円(一部支給)
　　　　　2人目以降加算・・・10,750円(全部支給)、10,740～5,380円(一部支給)

（２）事業計画
　　　児童扶養手当支給日　年6回　5月(3月～4月分支給)、7月(5月～6月分支給)、9月(7月～8月分支給)、
                                 11月(9月～10月分支給)、1月(11月～12月分支給)、3月(1月～2月分支給)
　　　　　　　　　　　　　　　　各月11日(土曜日、日曜日、又は祝日の場合はその直前の平日)

２　事業主体及び負担区分
県（町村部）
児童扶養手当　(国1/3・県2/3）

３　地方財政措置の状況
普通交付税(単位費用）
(区分)社会福祉費　(細目)2児童福祉費
(細説)(7)児童扶養手当及び母子寡婦福祉対策費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比国庫支出金

決定額 1,692,377 564,125

前年額 1,598,679 532,892 1,065,787

― 福祉部 319 ―

県民の暮らしの安心確保

1,128,252 93,698

生活の安心支援



 

事業名

単位事業名 予算額 1,692,377千円

　
○歳入 （単位：千円）

款・節 当初予算額 対前年度増減額

国庫支出金・ 564,125 31,233 児童扶養手当給付費負担金
児童福祉費負担金 負担率　1/3

一般財源 1,128,252 62,465

合計 1,692,377 93,698

　
○歳出 （単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

扶助費 1,692,377 93,698 児童扶養手当法に基づく扶助費58,812人分（延べ数）
負担率　2/3

合計 1,692,377 93,698

事業内訳書

児童扶養手当給付費

児童扶養手当給付費

主な内容

主な内容


